第１学年　理科学習指導案
授業　　庄原市立庄原中学校
　研修グループ　Ｊグループ　　　　　　　
福山市立駅家南中学校
尾道市立日比崎中学校
府中市立上下中学校
１　日時　　平成29年11月７日（火）
２　学年　　１年３組　男子19名，女子11名
３　場所　　庄原中学校　第１理科室
４　単元名　「大地がゆれる」
５　単元・教材について
〇本単元は，中学校学習指導要領［第２分野］（２）「大地の成り立ちと変化」の「ア　火山と地震」における「地震の体験や記録を基に，その揺れの大きさや伝わり方の規則性に気付くとともに，地震の原因を地球内部の働きと関連付けてとらえ，地震に伴う土地の変化の様子を理解すること」を受けて設定した。また，学習指導要領解説には，「一般に震度は，震源からの距離によって異なることを理解させる。このとき，初期微動継続時間の長さが震源からの距離に関係していることをとらえさせる」と明記されている。日本で多く発生する地震という自然現象を，自己の経験だけでなく，地震計や過去のデータを基に，科学的に分析して解釈し，地震のメカニズムを理解していくなどの学習は，生徒の地震に対する科学的な見方や考え方を養う上で大変に意義深いものである。
	質問内容
	肯定的(%)
	否定的(%)

	理科が好き
	87
	13

	理科の勉強は楽しい
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93
	７

	理科の授業は退屈
	23
	77

	理科の授業は易しい
	79
	21

	理科は生活の中で大切
	90
	10

	科学を使う仕事をしたい
	25
	75


	定期試験得点
（得点率）
	思考・
表現
	技能
	知識・
理解
	合計点

	中間試験
	21.5
(61.4)
	23.7
(79.0)
	26.0
(74.3)
	71.2

	期末試験
	19.1
(54.6)
	20.2
(67.3)
	26.9
(76.9)
	66.2


〇１学期末の生徒への理科の授業アンケート（４件法）によると，多くの生徒が，理科が「好き・楽しい」と肯定的に回答しているが，一方で理科の授業は「退屈」，「易しくない」と感じている生徒が少なからずいることがわかる。その理由として，理科で学習する事物現象には興味関心をもつことができるが，学習過程において，課題を自身で解決していくという指導が十分にできておらず，主体的で深い学びができていると実感している生徒が少ないのではないかと考えられる。
また，１学期に行った定期試験の結果によると，３つの観点のうち，「科学的な思考・表現」が他の観点に比べて正答率が低く，課題があると考えられる。　
〇そこで，次のことに重点を置いて指導をする。
＜単元全体の設定＞　　
地震が多く発生する日本において，生徒の地震に対する関心は高く，理科学習における他の領域より日常生活レベルの知識は豊富であると考えられる。そこでまず，東日本大震災などの過去の地震の映像を基に考えさせたり，地震の経験などを踏まえさせたりすることで，地震による災害や被害について考えさせ，それらを少なくすることの必要性を強く認識させる。次に，地震による揺れの特徴や，震源までの距離とゆれが起こる時間の関係，地震が起きるメカニズムについて理解させる。そして，単元のまとめとして，地震から安全に避難する課題に向い合せることで，単元全体に学ぶ必然性をもたせる。これらの単元の構成の工夫により，生徒が主体的に学習を進め，地震に関する探究する能力の基礎の育成ができると考える。　
＜生徒が主体的に課題解決できるような授業の展開＞　　
単元を通して身に付けた力を総合的に活用し，アウトプットできるか否かを見取るために，本単元終末に次のような授業を展開する。本授業の事象提示を，スマートフォンの緊急地震速報を用いて突然発生する地震の臨場感を出し，生徒の興味関心を本題材に強く向けさせる。そして，地震から安全に避難するために，震央の場所を推定しなければいけないという必然性のある課題へとつなげていく。震央を推定するために，各地のSNS（ソーシャルネットワークサービス）への書き込みなどから情報を得させる。そこで，既習事項の「初期微動と主要動のゆれ方の違い」や，各地点での「初期微動継続時間と震央からの距離の関係」の考え方，さらには，「３点法」，「円の弧から２本の垂直二等分線を引いて中心を求める」，など幾何学的な考え方も駆使して，科学的根拠をもって震央を求めるという発展的な内容としている。SNSの情報を活用するという現実性のある展開で生徒が主体的に思考していくことをねらいとしている。

６　単元の計画
＜単元の目標＞
地震計の記録から地震のゆれの特徴を理解させるとともに，記録の整理により地震のゆれの伝わり方を見出させる。また，震央・震源の分布をプレートの動きと関連付けて理解させ，防災・減災の意識を芽生えさせる。
	ア　自然事象への関心・意欲・態度
	イ　科学的な思考・表現
	ウ　観察・実験の技能
	エ　自然事象についての知識・理解

	①地域の特徴をもとに，地震による災害について科学的に考えようとする。
②最近発生した地震の記録などから，主体的に震源や震央の意味などを調べようとする。

	①震源からの距離が遠くなるほど初期微動継続時間が大きくなることを見いだしている。
②初期微動や主要動などについての情報を基に，震央を推定している。

	①各地の地震計の記録から，等発震時曲線をかいている。
②震央を求めるための三点法や，円の中心を求める方法を正しく行っている。

	①地震計の記録から，初期微動・主要動の特徴を理解している。
②地震のゆれは，震央から遠くなるほどゆれ始める時刻が遅くなることを理解している。
③地震のゆれの大きさや規模は，それぞれ震度やマグニチュードで表すことを理解している。
④日本付近の震央・震源の分布の特徴を，海洋プレートの沈みこみと関連づけて理解している。


指導と評価の計画（８／８）
	時
	学習活動
	生徒の思考の流れ
	指導上の留意点
	観点
	評価規準

	
	
	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
	

	
	・東日本大震災などの地震がどのような災害を引起こしたかを思い出す。

・地震による災害を考え話し合う。
・直接的な被害のほか二次被害もまとめる。

・地震が起きたときの行動について考え話し合う。

・単元の見通しをもつ。


	地震で，津波，火災，建物の損壊などがあったな。
やっぱり津波がこわいな。

建物の倒壊で死者がでるよ。
火の後始末も必要だね。
机の下に隠れる。
ドアを開ける。
火を消す。
	東日本大震災や，熊本地震などの経験や知識を出させる。
災害の被災者がいないか事前に確認し，いる場合は無理に視聴させないよう配慮する。
地震のゆれが始まる前，ゆれている最中，ゆれが収まったとき，自分がどこにいるかなどを考慮する。
	〇
	
	
	
	ア①

	２
	情報の収集①　本時の目標：地震計の記録から，地震のゆれの特徴を理解し，説明することができる。

	
	・地震の報道などで使われる言葉や実際に地震のゆれが起こった時のことを想起する。


・地震計の資料から，地震には２種類の波があることを理解する。
	震源地，震度，マグニチュード，震源の深さなどをよく聞く。

始めに小さくゆれる。
続いて大きくゆれる。
いきなりゆれる。
小さいゆれがＰ波で，大きいゆれはＳ波が原因である。



	新聞やテレビの地震速報を見せられるようにしておく。
地震計の記録と合わせて，地震発生時の映像を見せられるようにしておく。
	〇
	
	
	〇
	ア②
エ①

	３
	情報の収集②　本時の目標：地震のゆれが波として震央を中心として同心円状に広がっていることを，
等発震時曲線を描き，確かめることができる。

	
	
・地震が起きた時の各地のゆれが始まった時刻ごとに色を塗って区分けする。

・等発震時曲線を描く。
	輪になる。
広がる。
ゆれが地表を同心円状に一定の速さで伝わることに気付く。

	地震のゆれが波として伝わることを確認させる。
兵庫県南部地震，東北地方太平洋沖地震の図を完成させる。
	
	
	〇
	
	ウ①


	４
	整理・分析　本時の目標：震源からの距離が遠くなるほど初期微動継続時間が大きくなることを見いだすことができる。

	
	・Ｐ波が地表を伝わる速さを求める。

・震源からの距離とゆれ始めるまでの時間をグラフに描き比例の関係を見いだす。
・震源からの距離とＰ波とＳ波が到着する時間，初期微動継続時間の関係をグラフから読み取る。


	波の速さは，波が進んだ距離が分かれば計算できる。
震源からの距離と揺れ始めるまでの時間は比例の関係だ。
震源から遠いほど初期微動が長く続く。
震源からの距離と初期微動継続時間は比例している。
	速さを求める計算式を想起させる。
グラフにＰ波の初期微動とＳ波の主要動を書き込ませ，初期微動継続時間の長さと震源までの距離の関係に気付かせる。

	
	〇
	
	〇
	エ②
イ①

	５
	情報の収集③　本時の目標：地震のゆれの大きさや規模は，それぞれ震度やマグニチュードで表すことを理解することができる。

	
	・緊急地震速報を聞き，仕組みを知る。
・ニュース番組の最中に入った地震速報の映像を見て，震度とマグニチュードの表記に気付く。

・１０段階の震度のゆれの大きさを知る。
・マグニチュードの意味を知る。
	ゆれの小さいＰ波が先に来るんだな。
被害の大きいＳ波が後から来るんだな。
全国の地震計のデータと気象庁のコンピュータにより計算し，速報として伝えるんだな。
震度とマグニチュードってどう違うんだろうか。
数字が大きいほどゆれが大きい。
熊本地震の最大震度は７だった。
東日本大震災のときは，Ｍ９だったんだな。

	震度階級表の見方を説明する。
地震時の各地の震度の違いから，震源からの距離や地盤の様子によって震度は変わることに気付かせる。

地震の規模の大きさをマグニチュードで表すことを説明する。

	
	
	
	〇
	エ③

	６
	整理・分析　本時の目標：日本付近の震央・震源の分布の特徴を，プレートの重なりとプレートの沈みこみと関連づけて説明することができる

	
	・世界の地震発生の分布図を見て疑問をもつ。

・地震の分布とプレートの境界部分が一致していることに気付く。

・映像を見て，地震発生のメカニズムを理解する


	地震の起きやすい場所って何があるんだろうか。
特定の場所に地震が多く発生している。プレートの境界に地震が起こっている。
西に行くほど震源が深くなっている。
	プレートのぶつかり合いに気づかせる。
断層の種類と加わっている力の関係も説明する。
	
	
	
	〇
	エ④

	７
	整理・分析　本時の目標：震源からの距離や地震のゆれが起こった時間などから震央を求める方法を理解する。

	
	
・震央をもとめる方法を知る。
・三点法
・円の弧から垂直二等分線を引く。


	地震のゆれの広がり方は同心円状だったな。
数学の図形の知識が使えそうだ。

	図の書き方やコンパスなどの使い方を，見本の図を見ながら繰り返し練習させる。
	
	
	○
	
	ウ②

	８（本時）
	まとめ・表現　本時の目標：地震に遭遇したとき，どのような行動を取れば被害を回避したり，減らしたりすることができるか科学的に判断することができる。

	
	
・グループで，情報を集約し，震央を探す。
・グループの意見を発表する。
	私たちのグループでは，震央は庄原から東の方向にあることがわかりました。同じところで余震が発生するならば，私たちは西に逃げるといいと思います。

	
	
	〇
	
	
	イ②



７　本時の展開
（１）本時の目標（評価基準）　　

初期微動や主要動などの情報を基に，震央を推定している。　　　　　【科学的な思考・表現】
（２）準備物
　　ワークシート，白地図，情報カード，ヒントカード，定規，コンパス，分度器，５０型液晶モニター，
教師用タブレット・スマートフォン，スピーカー

（３）本時の学習展開　

	学習活動
・生徒の思考，発言
	指導上の留意事項（◇）
支援を要する生徒への手立て（◆）
	評価規準『観点』
（評価方法）

	１　事象への出会い
・この音を聞いたら，どうしないといけないのだろう？
・避難する。
・どこに避難しようかな？
・机の下。避難所。
・避難所がだめだったらどうしよう？
・別の避難所。
・それもだめだったらどうしよう？
・遠くへ行こう。
・どこから遠ざかればいいんだろう？
・庄原から逃げるの？あっ，震源だ！
	◇教師のスマートフォンで緊急地震速報を鳴らし，地震が起きた場合の臨場感を生徒に感じさせる。
◇熊本地震など避難所の一部が損壊している写真を提示するなどしながら，切り返し発問をする。

◇授業用のデモンストレーションであることを伝え，安心させる。

	

	２　めあてを考える



	◇生徒の発言をつないで，めあてに導く。

	

	３　学習課題を把握する


	◇過去の地震などの災害では，SNSなどの情報が避難のために有効であったことに気付かせ，課題に迫る。

	

	４　既習事項をキーワードで挙げ，情報収集の見通しをもつ　
・初期微動
・主要動
・初期微動継続時間

・揺れ始めの時刻　
・震央からの距離
・震度
・マグニチュード
	◇震央を求めるために必要なキーワードを生徒から挙げさせ，テレビ画面上に表示する。

	

	５　震央を求める。（２人ペア）
○情報Aグループの想定される求め方
・初期微動継続時間から震源までの距離を求め，３つの円を描けばいい。


〇情報Bグループの想定される求め方
・各地での揺れが起こった時刻をもとに震央を中心とする円の弧を想定し，円の弧から垂直二等分線を２本引き中心（震央）を求めればよい。
・東城あたりが震央だろう。
	◇各ペアにSNSの書き込みなどの情報カードを配布する。（その情報は，震央を求める２つの方法のうち，どちらかで求めることができる情報となっている。）
◇ワークシートに必要な情報を書かせ，整理・分析に活用させる。
◆様々な情報の中にある，地震の揺れ方で「小さい揺れ」「大きい揺れ」「カタカタ揺れる」「グラグラ揺れる」「○○秒揺れが続いた」などという表現が何を表しているのかをよく考えるよう助言する。
◇定規，コンパス，分度器などを自由に使える状態にしておき，各グループ必要なものを選択して使用させる。

◇情報の中には，震央の特定には直接必要のないものもあることを伝える。
◆想定される求め方に気付くように，自分の過去のワークシートを振り返えさせる。
	初期微動や主要動などについての情報を基に，震央を推定している。
『科学的思考力・表現力』
（ワークシート，発表）

	６　逃げる方向を決定する
・東城が震央なので，三次方面に逃げよう！
	◇４つの方向（三次方面，世羅方面，東城方面，比婆山方面）のうち，求めた震央から逃げる方向を判断させる。
	

	７　ペアの結論を他のペアと交流する　
　

	◇AグループのペアとBグループのペアで，震央を推定するとともに，方面を決めた理由を示させる。
◇生徒から説明がわかりやすかったと評価された２組のペアを発表させる。
◆タブレット端末で強調したい部分を拡大するなどして，傍聴者にわかりやすい説明にするよう助言する。
	

	８　振り返りと次時の確認をする。

・実際に起きた地震の震央って気象庁はどうやって求めているんだろう?
	◇本時の学習のめあてに対するふりかえりをさせるとともに，今回，生じた新たな疑問なども書かせる。
◇実際に地震が起きた時の正しい対応について伝える。
	



課題：地震による災害にはどのようなものがあるだろうか。また，地震による災害から身を守るためには何が必要だろうか。





(単元を貫く課題)


地震について学習した事項を判断の根拠として，災害が発生するような大きい地震に遭遇したとき，自分たちの身の安全を確保するためにどのような行動を取ればよいだろうか。





課題：地震のゆれには，どのような特徴があるのだろうか。





次時につながる疑問：震源からＰ波やＳ波はどの方向に伝わるのかな。





課題：地震のゆれはどのように広がっているのだろうか。





次時につながる疑問：ゆれが伝わる速さがわかれば，地震が発生した時間を計算することができるかな。





課題：震源からの距離とゆれが起きる時間にはどのような関係があるのだろうか。





次時につながる疑問：地震のゆれの大きさや伝わる範囲は，地震によって違うのかな。





課題：地震のゆれの大きさや地震の規模の大きさは，どのように表すのだろうか。





次時につながる疑問：なぜ日本は大きな地震が多くあるのかな。他の国でもあるのかな。


　





課題　日本でなぜ地震が多いのだろうか。なぜ地震が発生するのだろうか。





次時につながる疑問：実際には震源をどのようにして求めているのかな。


　





課題　地震の震央はどのようにして求めることができるだろうか。





次時につながる疑問：自分たちだけでも，数学や他教科の知識を使えば震源を求めることができるかな。


　





課題　地震が発生して身の危険を感じました。テレビやラジオなどの情報が途絶えたことから，大きな被害が発生しているようです。テレビや手元の携帯電話やスマホも，通話の回線が混雑しているせいか，つながりがとても悪くなっています。自分はこれからどの方向に避難するといいでしょうか。手元の携帯電話やスマホから得られた限られた情報をもとに考え，周りの人に説明してください。











白のオートシェイプ（次ページへ続きますの意）
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５分





３分





５分





安全に避難するために，震央の位置を推定しよう。





地震が発生して身の危険を感じました。テレビやラジオなどの情報が途絶えたことから，大きな被害が発生しているようです。手元の携帯電話やスマホも，回線が混雑しているせいか，つながりがとても悪くなっています。余震が続くので自分は家族とともにこれから東西南北の４つの方向のうちどこに逃げればよいでしょうか。手がかりになるのは，ＳＮＳからのわずかな情報だけです。
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分











白のオートシェイプ（前ページから続いてますの意）














２分








